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施工パッケージ型積算方式の導入について

国土交通省大臣官房技術調査課

１．はじめに
　国土交通省では、平成24年10月１日以降
に入札を行う直轄土木工事において「施工
パッケージ型積算方式」（以下、「施工パッ
ケージ方式」という。）の試行を開始しま
す。開始時点では、使用頻度の高い舗装、
道路改良、築堤・護岸の３工種中で使用す
る細別の中から、例えば、掘削、人工張
芝、舗装版切断、踏掛版など、63の施工
パッケージを設定しており、この施工パッ
ケージを使用するすべての工事において適
用します。これに伴い、使用しなくなった
84の歩掛については廃止します。このた
め、国土交通省の工事だけでなく、いずれ
はこれまで国土交通省の歩掛を使用してい
た地方公共団体の工事の積算にも、影響す
るものと思われます。本稿では、同積算方
式の導入の概要について紹介します。

２．施工パッケージ方式の概要と積算方法
　施工パッケージ方式は、積算の簡略化を
目的に導入するものです。図１に、その概
要を示します。施工パッケージ方式では、
これまで積み上げで行っていた直接工事費
の積算について、機械経費・労務費・材料
費をメーターいくら、平米いくら、という
ふうにパッケージ化して、設定された単価

（以下、「パッケージ単価」という。）を使
用し、これに数量を乗じて積算を行いま
す。工事積算を担当された方ならば、いわ
ゆる‘市場単価’をイメージしていただく
とわかりやすいかと思います。例えば、橋
梁の踏掛版については、いくつかの規格

（施工パッケージ方式ではこれを「条件区
分」と言っています。）がある中で「0.1 ～
0.12t/m3、ゴム支承あり」の物で言えば、
標準単価は32,980円/m3と設定されている

図１　施工パッケージ型積算方式の積算体系の概要
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ので、作成するものの体積を乗じて直接費
を算出します。
　積算に詳しい方ならば、「『ユニットプラ
イス』と同じじゃないか。」と思われるか
もしれません。平成16年から試行してきた
ユニットプライス型積算方式との違いは、
ユニットプライス単価が共通仮設費及び現
場管理費の一部も含んだ単価として設定さ
れていたのに対し、施工パッケージ単価は
直接工事費のみで構成されていることで
す。共通仮設費、現場管理費及び一般管理
費等の諸経費については、従来の積上積算
方式と変わらず、率式等を用いて計上しま
す。
　さて、本設の前半では、少し説明を省略
していましたが、地域ごとあるいは当該月
のパッケージ単価を算出するために、補正
を行う必要があります。なぜなら、公表さ
れているのは、東京地区のある月の単価で
ある「標準単価」（現在の標準単価は平成
23年９月の東京単価）だけで、東京地区の
平成23年９月時点との労務費や材料費等の

時間的、地域的な差を、図２に示す補正式
により補正することとしています。式は複
雑に見えますが、パッケージ単価を構成す
る機械経費、労務費、材料費の割合（更に
は、機械経費については最大３つ、労務
費、材料費については最大４つの代表規格

（それぞれに例を挙げると、「トラック［普
通］11t積」、「普通作業員」、「軽油1.2号」
など。）の構成比）に応じて、重みを付け
て補正しているものです。

３．パッケージ単価の公表
　ユニットプライス方式では単価は公表さ
れていませんでしたが、施工パッケージ方
式においては、標準単価、その適用条件、
条件区分、費用内訳等を定めた「施工パッ
ケージ型積算基準」を、以下のホームペー
ジで公表しています。
・施工パッケージ型積算基準：
　http://www.mlit.go.jp/tec/sekisan/sekkei.html
　（国土交通本省ホームページ）
・施工パッケージ型積算方式標準単価表：

図２　標準単価から積算単価への補正式
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　http://www.nilim.go.jp/lab/pbg/index.htm
　（国土技術政策総合研究所ホームページ）
　ホームページで公表されている「標準単
価」、「機労材構成比」、「代表規格」等と、
物価版に掲載されている当該地域の当該月
の材料単価、労務単価を図２に示した式に
適用すると、パッケージ単価を算出するこ
とができます。計算例についても、上記の
国土技術政策総合研究所ホームページ上に
掲載していますので、必要な方は参照して
ください。
　主要な工種の細別について、今後の数年
間で順次パッケージ化を進めていき、追加
していく予定にしています。

４．パッケージ単価の更新
　一旦設定した標準単価ですが、技術開発
の動向や社会経済情勢の変化、あるいは建
設会社の施工手法の改良等に応じて、実態
から乖離していくことも想定されます。歩
掛については、施工実態のサンプル調査を
行い、その結果から更新しています。一
方、施工パッケージ方式では、応札者から
提出された工事費内訳書の単価と総価契約

単価合意方式において受発注者間で合意し
た単価という市場の動向を基に、更新して
いくこととしています（図３）。
　その際、ダンピングや恣意的な単価操作
の影響を受けないよう、データの棄却や統
計処理を行って設定します。また、施工実
態についての簡易調査も行い、入札単価と
実態との乖離がないかを突合させ、適切な
単価設定を行うようにしていきます。

５．おわりに
　現在、施工パッケージ方式の導入が安定
軌道に乗るよう、国土技術政策総合研究所
や各地方整備局等が主体となって広報活動
を実施しています。また、制度の詳細やよ
くある質問への回答について、国総研ホー
ムページなどで紹介しています。本稿では
わからない詳細については、ホームページ
でご確認ください。
　今後とも受注者および発注者からの課題
把握や制度改善に努め、積算制度をより良
くしてまいります。

図３　パッケージ単価の更新方法
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地域維持型契約方式について

国土交通省土地・建設産業局　
建設業課　入札制度企画指導室

【経緯】
　近年、建設投資の大幅な減少等に伴い、
社会資本等の維持管理や除雪、災害応急対
策など、地域の維持管理に不可欠な事業を
担ってきた地域の建設企業の減少・小規模
化が進んでおり、このままでは、事業の円
滑かつ的確な実施に必要な体制の確保が困
難となり、地域における最低限の維持管理
までもが困難となる地域が生じかねないこ
とから、公共工事の入札及び契約の適正化
を図るための措置に関する指針（平成23年
８月９日閣議決定）により、地域の担い手
が確保されないおそれがある場合において
は、必要に応じて、地域維持型契約方式を
導入したところであり、その契約方式は、
①複数の種類や工区の地域維持事業をまと
めた契約単位、複数年の契約単位など、従
来よりも包括的に一の契約の対象とし、②
その実施主体として、地域精通度の高い建
設業者とし、必要に応じ、地域維持事業の
実施を目的に当該建設業者で構成される地
域維持型建設共同企業体等としたところで
す。
　実施主体の一つである地域維持型建設共
同企業体（以下「地域維持型JV」という。）
は、中央建設業審議会・社会資本整備審議
会産業分科会建設部会第１回及び第２回基
本問題小委員会において議論が行われ、平
成23年11月11日に中央建設業審議会総会が
開かれ、「共同企業体の在り方について」
が改定され、新たに地域維持型建設共同企
業体制度の運用準則が定められたところで

あり、同年12月９日に「地域維持型建設共
同企業体の取扱いについて」（国土入企第
26号）が各発注者に対して通知されたとこ
ろであり、各発注者においてはこれらを踏
まえ、運用基準の策定・改定を行うことと
なります。

【地域維持型JV制度の内容】
①性格
　建設投資の大幅な減少等に伴い、地域の
建設企業の減少、小規模化が進み、社会資
本等の維持管理や除雪など地域における最
低限の維持管理までもが困難となる地域が
生じかねない状況にあります。このような
地域において、地域の複数の建設企業の共
同を促すことにより、施工の効率化と必要
な施工体制の安定的な確保を図り、地域の
維持管理が持続的に行われるよう、地域維
持事業の実施を目的に、地域精通度の高い
建設企業で構成されます。

②対象工事
　地域維持型JVが競争に参加することが
できるとする工事は、社会資本の維持管理
のために必要な工事のうち、災害応急対
応、除雪、修繕、パトロールなど地域事情
に精通した建設企業が当該地域において持
続的に実施する必要がある工事とし、維持
管理に該当しない新設・改築等の工事を含
まないものとします。なお、ここでいう

「工事」には、単体で発注した場合は役務
となるもの（除雪、パトロール等）であっ
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ても、工事と一体として発注した場合に
は、全体として工事の請負契約になるもの
を含んでいます。
　また、発注者においては、地域維持型
JV等が効率化を図りながら安定的に工事
の施工が行えるよう、地域や工事の実情に
応じ、契約期間を複数年とする、又は一定
の区域内における複数の工事若しくは複数
の工種を組み合わせるなど、従来よりも包
括的に一件の発注案件とする方式の活用に
努めるものとします。

③構成員の数
　地域維持型JVの構成員の数は、地域や
対象工事の実情に応じて発注者が定めます
が、共同企業体として円滑な共同施工が確
保される規模にとどめるため、発注工事の
規模や性質にもよりますが、構成員数の上
限は、当面、10社程度とします。

④組合せ
　構成員の組合せは、発注工事に対応する
工事種別に係る建設業許可を有した企業

（以下「有資格企業」という。）の組合せと
するものとし、土木工事業（土木工事業で
受注可能な工事に限る。）又は建築工事業

（建築工事業で受注可能な工事に限る。）の
有資格企業を必ず少なくとも１社含む組合
せとします。なお、土木工事業又は建築工
事業の許可では受注できない工事について
は、土木工事業又は建築工事業の有資格企
業を必ず少なくとも１社含むとの規定は適
用しないものとします。
　なお、個人や経常JVの構成員である一
の企業が地域維持型JVの構成員となるこ
とも可能であり、また、意思決定の仕組み
が重複的とならず、円滑な施工が行われる
ことが想定される協業組合、企業組合につ
いては構成員として認めても良いが、事業
協同組合については共同企業体としての意
思決定が重複的となるおそれがあることか
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ら、構成員としては認められない旨留意し
てください。

⑤構成員の資格要件
　構成員は少なくとも次の四要件を満たす
者とします。
ａ）登録部門に対応する許可業種につき、

営業年数が少なくとも数年あること。
ｂ）当該登録部門について元請として一定

の実績を有することを原則とする。
ｃ）全ての構成員に、当該許可業種に係る

監理技術者となることができる者又は当
該許可業種に係る主任技術者となること
ができる者で国家資格を有する者が存
し、工事の施工に当たっては、これらの
技術者を工事現場毎に専任で配置し得る
ことを原則とする。ただし、土木工事業
の許可を有する上位等級の構成員（代表
者でなくても可）が当該許可業種に係る
監理技術者又は主任技術者を専任で配置
する場合は、他の構成員の配置する技術

者の兼任を可能とする。
　　分担施工を行う場合には、各構成員の

分担工事及びその額に応じて技術者を配
置するものとする。

　　なお、発注者から直接建設工事を請け
負った建設企業が、監理技術者等を工事
現場に専任で設置すべき期間は契約工期
が基本となるが、たとえ契約工期中で
あっても、例えば工事が明らかに行われ
ていない期間は工事現場への専任は、甲
型、乙型共に要しない。ただし、発注者
と建設企業の間で次に掲げる期間が設計
図書もしくは打合せ記録等の書面により
明確となっていることが必要である。

（例）包括発注された地域維持事業の工
期中で、単体で発注した場合に役務と
なる行為（巡回、除草、除雪等）のみ
を行う期間。

ｄ）地域の地形・地質等に精通していると
ともに、迅速かつ確実に現場に到達でき
ること。
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⑥出資比率
　出資比率の最低限度基準については、原
則として全ての構成員が、均等割の10分の
６以上の出資比率であるものとしますが、
事業実施量等も勘案し、柔軟に設定するこ
とができるものとします。ただし、地域維
持型JVの構成員が工事の施工に関して連
帯責任を負うことに鑑み、出資を行わない
者を構成員とすることは認めないものとし
ます。

⑦登録
　一の企業が各登録機関毎に結成・登録す
ることができる地域維持型JVの数は、原
則として一とし、継続的な協業関係を確保
するものとします。ただし、例えば発注者
の定める工事の種別が異なる地域維持型
JVが必要となる場合は、発注者の判断に
おいて、一以上の地域維持型JVを結成・
登録させてよいものとします。
　一の企業と地域維持型JVとの同時登録
並びに特定JV、経常JV及び地域維持型JV
との同時結成及び登録は可能であるものと
します。
　また、登録時期は単体企業の場合に準ず
るものとします。

⑧代表者
　代表者は、円滑な共同施工を確保するた
め中心的役割を担う必要があるとの観点か
ら、土木工事業の許可を有し、かつ、施工
能力の大きい者の中から、構成員において
決定された者とし、その出資比率は、構成
員において自主的に定めるものとします。
なお、等級の異なる者による組合せにあっ
ては、代表者は上位等級の者とします。

⑨建設業法上の取扱い
⑴　地域維持型JVの構成員が有する建設

業法上の許可業種が異なる場合、許可業
種と施工しようとする工事の対応は、次
のとおりとします。

　イ　甲型の地域維持型JVの場合
　次のすべての要件を満たす必要があ
ります。
ⅰ　地域維持型JVにより施工しよう

とする建設工事の種類の全部が構成
員のいずれかの許可業種に対応して
いること。

ⅱ　各構成員についてそれぞれの許可
業種の全部又は一部がその工事の種
類の全部又は一部に対応しているこ
と。

　ロ　乙型の地域維持型JVの場合
　地域維持型JVが定めた分担工事の
種類と、当該構成員の許可業種が対応
していること。

⑵　地域維持型JVによる工事の施工にお
いて建設業法施行令第２条に定める金額
以上となる下請契約は、次の要件を満た
す場合に締結できるものとします。
イ　甲型の地域維持型JVにおいて下請

契約を締結する場合
　　甲型の地域維持型JVの下請契約は、

構成員全体の責任において締結するも
のであるので、構成員のうち１社以上

（できる限り当該共同企業体の代表者
が含まれていること。）が建設業法第
15条の規定に基づく特定建設業の許可
を受けたものであること。

ロ　乙型の地域維持型JVにおいて下請
契約を締結する場合

　　乙型の地域維持型JVの下請契約は、
構成員各自が締結するものであるの
で、当該構成員が建設業法第15条の規
定に基づく特定建設業の許可を受けた
ものであること。
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⑩実績の反映
⑴　地域維持型JVにより施工した工事に

ついては、次により算出した額を各構成
員の完成工事高として取り扱うものとし
ます。

　イ　甲型の地域維持型JVの場合
　請負代金額に各構成員の出資の割合
を乗じた額

　ロ　乙型の地域維持型JVの場合
　運営委員会で定めた各構成員の分担
工事額

⑵　地域維持型JVにより施工した工事に
ついて工事の評価を行う場合において、
それを工事全体につき評価するときは、
その評価の個別企業での取り扱いについ
ては、発注者において定めるものとしま
す。

【現在の導入状況】
　国土交通省の導入状況については、平成
24年１月から地域維持型契約方式を導入済
みです。地方公共団体（都道府県及び政令
市）については、平成24年５月１日現在、
包括的な契約を実施しているのは14道府県
１政令市（北海道、青森県、宮城県、秋田
県、栃木県、群馬県、長野県、三重県、京
都府、鳥取県、島根県、山口県、愛媛県、
大分県、札幌市）、地域維持事業の担い手
となる共同企業体の運用基準を策定・改定
しているのは３県（青森県、秋田県、長野
県）を確認しています。
　各発注者においては、今後、地域の実情
に応じて、地域維持型契約方式の導入が図
られることとなりますが、引き続き、地域
の実情を踏まえた活用を促進してまいりま
す。
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連合会20周年特別企画３

設立20周年記念事業報告
一般社団法人　全国土木施工管理技士会連合会

（文責　事業部長　鈴木菜穂子）

設立20周年記念式典・祝賀会
　一般社団法人全国土木施工管理技士会連
合会の設立20周年を迎え、記念式典・祝賀
会が総会と同時に平成24年５月28日にアル
カディア市ヶ谷で開催されました。
　記念式典は小林会長の挨拶のあと、ご来
賓の国土交通省大臣官房技術総括審議官　
林田博様よりご祝辞を賜りました。（写真
１）
　感謝状は「永年にわたり技士会会長とし
て技士会の発展にご尽力し、その功績が顕
著な者」として各県等技士会会長の中で10
年以上在任及び、８年以上で連合会理事並
びに企画運営委員としてご活躍いただいた
方、特別感謝状は「当会の事業に多大なる
ご支援をいただき、その功績が顕著な者」
として当会のCPDS導入時にご貢献いただ
いた方、計44名の会員に贈られました。
（表１）
　次に全国技士会の活動状況について、

「『これまで』そして『これから』」という

演題で猪熊専務理事より発表がありまし
た。（表２）
　引き続きJAXA宇宙科学研究所准教授 西
山和孝様による「小惑星探査機『はやぶ
さ』の挑戦と危機克服」と題した記念講演
が行なわれ、「同じ技術に携わる者として
感極まった」との声が出席者より聞かれま
した。（図１、写真２）

写真１　祝辞　国土交通省大臣官房技術総括審議官
　　　　　　　林田　博 様

式　典　平成24年５月28日㈪　15：20 ～　　アルカディア市ヶ谷　富士の間西
 感謝状贈呈
 技士会の「これまで」そして「これから」
 　　　　全国技士会連合会専務理事　猪熊　明
 記念講演「小惑星探査機『はやぶさ』の挑戦と危機克服」
 　　　　宇宙航空研究開発機構（JAXA）宇宙科学研究所准教授　西山　和孝　様
祝賀会　平成24年５月28日㈪　17：10 ～　　アルカディア市ヶ谷　阿蘇の間
見学会　平成24年５月29日㈫　　　　　　　 土木研究所、JAXA筑波宇宙センター
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　祝賀会は国土交通省技監　佐藤直良様と
土木学会会長　山本卓朗様にご祝辞を賜
り、建設業技術者センター理事長　三谷浩
様の乾杯のご発声で開宴されました。

表１　感謝状贈呈者

感謝状
元 （一社）北海道土木施工管理技士会会長 上田　俊一 様
元 （一社）北海道土木施工管理技士会会長 倉橋　力雄 様
元 青森県土木施工管理技士会会長 脇川　利勝 様
元 岩手県土木施工管理技士会会長 望月　　茂 様
元 宮城県土木施工管理技士会会長 奥田　和男 様

秋田県土木施工管理技士会会長 北林　一成 様
元 茨城県土木施工管理技士会会長 武藤　　彬 様

茨城県土木施工管理技士会会長 岡部　英男 様
元 栃木県土木施工管理技士会会長 高内　壮介 様
元 群馬県土木施工管理技士会会長 池原　　透 様
元 埼玉県土木施工管理技士会会長 島崎　敬一 様
元 神奈川県土木施工管理技士会会長 松尾助右衛門 様

石川県土木施工管理技士会会長 鶴山　　務 様
元 山梨県土木施工管理技士会会長 桑原　　隆 様

山梨県土木施工管理技士会会長 依田　一志 様
元 長野県土木施工管理技士会会長 山浦　和人 様

岐阜県土木施工管理技士会会長 前田　守廣 様
元 （一社）静岡県土木施工管理技士会会長 中村　　進 様
元 愛知県土木施工管理技士会会長 原　　俊夫 様

愛知県土木施工管理技士会会長 藤井　千代喜 様
元 三重県土木施工管理技士会会長 宮本　武蔵 様
元 ㈳滋賀県土木施工管理技士会会長 小原　敬治 様
元 京都府土木施工管理技士会会長 絹川　　治 様
元 兵庫県土木施工管理技士会会長 三木　尚敏 様
元 島根県土木施工管理技士会会長 筒井　　寛 様
元 岡山県土木施工管理技士会会長 萩原　　明 様
元 広島県土木施工管理技士会会長 柴田　修三 様
元 広島県土木施工管理技士会会長 武田　　寛 様
元 徳島県土木施工管理技士会会長 池田　孝司 様
元 徳島県土木施工管理技士会会長 佐々木　久 様
元 香川県土木施工管理技士会会長 別枝　　明 様
元 香川県土木施工管理技士会会長 村上　　博 様
元 ㈳高知県土木施工管理技士会会長 北村　牛基 様
元 ㈳高知県土木施工管理技士会会長 宮田　益吉 様
元 福岡県土木施工管理技士会会長 平田　昭義 様
元 長崎県土木施工管理技士会会長 高瀬　富夫 様

大分県土木施工管理技士会会長 岡部　俊宏 様
元 鹿児島県土木施工管理技士会会長 上東　信義 様
元 沖縄県土木施工管理技士会会長 大城　栄信 様
元 沖縄県土木施工管理技士会会長 小波津　英正 様

特別感謝状
元 千葉県土木施工管理技士会専務理事 小林　　亨 様
元 ㈳鳥取県土木施工管理技士会事務局長 堀　　秀夫 様
元 広島県土木施工管理技士会事務局長 谷口　光司 様
元 愛媛県土木施工管理技士会事務局長 武田　高保 様

　その後会場に展示された「はやぶさ」の
模型の前で記念撮影を行い、始終なごやか
な雰囲気の中で閉会となりました。（写真
3、４）
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表２　全国技士会の活動状況

第一期10年（1992 ～ 2002） 第二期10年（2002 ～ 2012）

・平成４年（1992）
　　・JCMマンスリーレポート発刊
　　・技術図書発行
　　・各種技術講習会を全国で開催
・平成７年（1995）
　　・監理技術者講習の受託開始
　　・国内政府建設投資のピーク
・平成９年（1997）
　　・倫理要綱制定
　　・技術論文表彰制度制定
　　・技術論文集発行
・平成10年（1998）
　　・表彰制度の制定
・平成11年（1999）
　　・建設大臣表彰を受賞
・平成12年（2000）
　　・CPDSの運用開始

・平成16年（2004）
　　・監理技術者講習の実施機関登録
・平成17年（2005）
　　・品質確保法の施行
・平成18年（2006）
　　・国交省と意見交換会を全国で実施
・平成21年（2009）
　　・CPDS加入者が10万人を突破
・平成23年（2011）
　　・技士会会員が10万人を突破
　　・全県技士会が全国技士会に加入
・平成24年（2012）
　　・どぼく検定・土木マーケット試行
　　・一般社団法人へ移行　　

写真２　記念講演　JAXA宇宙科学研究所准教授
　　　　　　　　　西山　和孝 様

図１　講演「小惑星探査機『はやぶさ』の挑戦と危機克服」　　　講演資料より

　式典・祝賀会は多数のご来賓の方々を含
め141名のご参加をいただきました。
　今後とも技士会がますます発展し、30周
年が迎えられるよう、気を引き締めていき
たいと思います。
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設立20周年記念見学会
　式典の翌日の平成24年
５月29日に土木研究所と
JAXA筑波宇宙センター
の見学会を開催し、技士
会員40名が参加しまし
た。
　土木研究所では臨床研
究用部材展示場、振動実
験施設、試験走路などを
見学し、JAXAでは宇宙飛行士養成エリア
見学ツアーに参加しました。
　土木研究所では、職員に熱心に質問をし
ている会員の姿も見られ、有意義な見学会
となりました。（写真５、６）

写真４　祝賀会（はやぶさ１/８模型：提供JAXA）

写真６　臨床研究用部材見学

写真３　祝辞　国土交通省技監　佐藤　直良 様

写真５　土木研究所
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１．工事内容

　当工事は既設雨水・汚水合流幹線を分流
させ、新設で構築された処理施設へ導水さ
せるために排水管を設置する工事である。
工事背景には、昨今の異常雨量による処理
施設への流入量が処理能力を超えてしまう
為、処理対応が困難であった。その為処理
施設を増設し流入量を分水する工事を今回
施工した。

掘 削 寸 法：幅3m×延長10m×深さ7m
土 留 め 壁：鋼矢板３型（Ｌ＝11m）
管 種 類：ダクタイル鋳鉄管NS型
　　　　　　φ1000mm
管布設延長：8.8m
掘 削 土 質：砂質土
土留支保工：２段

２．工事の経緯

　下記の手順で施工を行った。
①鋼矢板圧入工
②薬液注入工
　（既設分水人孔と鋼矢板との欠損部）
③掘削工・土留支保工
　（２段目まで繰り返し）
　現場が海岸付近に位置していることから
掘削範囲の土質がほぼ砂質土で成り立って
いた。その為、当初鋼矢板の施工を油圧圧
入工で行っていた。しかし既設の分水人孔
施工当時に周囲の止水目的で施工されたと
思われる地盤改良の跡が見られ圧入単独で
の施工が困難になった為、アースオーガ併
用圧入工に変更して施工を行った。
　順次薬液注入工・掘削工・土留め支保工
を進めていき、２段目の土留め支保工を終
え、最終の床付け掘削を行っていたとこ
ろ、GL-6.5m付近の既設分水人孔と鋼矢板
との欠損部から突然出水した。

管路掘削工における土留欠損部からの出水
第14回　現場の失敗　応募論文より

写真－１　出水状況

図－１　現場平面図
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３．原因

　今回の出水原因として以下の点が考えら
れる。
①欠損防護部の強度不足
　既設分水人孔と鋼矢板との欠損幅が
10cm程度であった為、発注者と協議の結
果止水目的を主とする薬液注入工で施工を
行った。施工箇所の立地条件上、掘削重機
が鋼矢板背面の際に近寄っての施工となっ
た為、作業時の振動が伝達したことと、既
設分水人孔周囲の改良体撤去時のブレー
カーによる振動が欠損部に影響を与えたと
考えられる。

②既設改良体との密着性不足
　出水後に既設分水人孔の施工記録を調査
した結果、分水人孔周囲に改良体天端高
GL-5mの範囲で高圧噴射攪拌工（CJG）を
施工していたことが判明した。その為、薬
液注入工と高圧噴射攪拌工による境界部が
弱点となり出水の原因と考えられる。

③その他
　左記で挙げた高圧噴射の改良体に鋼矢板
を打設したことで欠損部が発生し薬液注入
の浸透不足により止水効果が不十分であっ
た可能性もある。

４．反省点

　施工箇所が歩道部に面していた為、周辺
地盤への影響を考慮し、急遽掘削箇所を
GL-4.5m付近まで埋戻しを行い、欠損箇所
背面に広範囲に追加薬液注入を行った。４
日間の薬液注入施工後、埋戻した土砂を取
り除き出水跡の完全止水を確認してから最
終の床付け掘削を行った。
　今回の出水により、土砂の埋戻し及び撤
去、追加薬液注入を行った結果、約１ヶ月
遅れて掘削を完了することが出来た。その
間懸念された歩道部等周辺地盤の陥没が見
られなかったのは不幸中の幸いであった
が、施工場所の条件等を考えると一歩間違
えれば広範囲に被害が及び大惨事になって
いた可能性があった。
　欠損箇所の幅が小さいことから問題点を
軽視してしまい、工程管理及び原価管理を
優先させてしまった事の安全意識の低さが
全ての要因に繋がっている事が今回の一件
で身にしみて分かった。
　近年の工事の大規模化及び大深度化に伴
い、万一災害が発生した場合の被害は計り
知れないものがあり、また今回のように市
街地での工事は人命に大きく関わるもので
あるので、今後は土木技術者としてあらゆ
るリスクを想定し、対応できる知識、経験
を元に施工管理を行っていけるよう心掛け
たい。

図－２　断面図
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平成 24 年度ＪＣＭセミナーのご案内（CPDS 認定講習、７＋１ユニット） 
「改訂版人から見た事故防止」「指定技術講習用テキストⅡ」と「平成 23 年度第 16 回土木施工管理技術論文報告集」 

共催：(一社)全国土木施工管理技士会連合会（ＪＣＭ）・各技士会 

■ 講習の内容 

・ 「改訂版人から見た事故防止」（新刊）図書は、技士だけでなく発注者やコンサルタントの方にも大変参考になります。 

   ・ 「指定技術講習用テキストⅡ」図書は、技士の技術力の向上のため作成したものです。    

・ 「平成２３年度第１６回土木施工管理技術論文報告集」 1６９編の論文から各受賞作を中心に紹介。他現場での

技術提案などの実例が豊富に掲載されており、今後の総合評価提案作成の参考になります。                        

 

■時間割・講師  

□７ユニット  

時 間 形態ｺｰﾄﾞ 講 習 名 講 師 (予定) 

10:00～11:30 101 
平成 23 年度第 16 回 

土木施工管理技術論文報告集 
技士会連合会 職員 

12：30～14：00 103 指定技術講習用テキストⅡ 

講師 担当講習地 

ハタ コンサルタント㈱  

田淵 一光 

愛媛、兵庫、高

知、福井、愛知、

広島、福岡 

14：10～15：40 101 改訂版「人」から見た事故防止 

  

㈲水野テクノリサーチ   

水野 哲 

宮城、千葉、茨

城、岩手、北海

道、東京、秋田、

新潟 

※形態コード 103 につきましては１時間あたり２ユニットつきますが、６時間を超えた受講分につきましては１ユ

ニットでの計算になります。予めご了解ください。 

 

□１ユニット  

時 間 形態ｺｰﾄﾞ 講 習 名 講 師 (予定) 

16:00～17:00 101 
平成 24 年度建設マネジメントの欧州

視察報告 
技士会連合会 職員 

※JCM セミナー東京会場において、JCM セミナー終了後の開催となり、別途お申し込みが必要です。 

 

■講習地・講習日 

講習地 講 習 日 講 習 会 場 定 員 

高 知 平成 24 年 9 月 5 日（水） 高知県地域職業訓練センター ： 高知市布師田 3992-4 100 人 

愛 知 平成 24 年 9 月 19 日（水） ウィルあいち ： 名古屋市東区上堅杉町 1 番地 200 人 

広 島 平成 24 年 9 月 26 日（水） 鯉城会館 ： 広島市中区大手町 1-5-3 150 人 

東 京 平成 24 年 9 月 28 日（金） マツダ八重洲通ビル B1F ： 中央区八丁堀 1-10-7  70 人 

秋 田 平成 24 年 10 月 12 日（金） 秋田県ＪＡビル ： 秋田市八橋南 2-10-16 100 人 

福 岡 平成 24 年 10 月 18 日（木） 福岡県建設技術情報センター ： 粕屋郡篠栗町田中 315-1 100 人 

新 潟 平成 24 年 10 月 24 日（水） 新潟県建設会館 5Ｆ大会議室 ： 新潟市中央区新光町７-5 150 人 

 

■お申し込み・受講料他 (振込手数料は、申込者負担 となります。) 

 
会 員（各県等土木施工 

管理技士会会員） 
一般（非技士会員）  

受講料 6,000 円 8,500 円 
http://www.ejcm.or.jp/ 

メニュ－欄のＪＣＭセミナー 

※1 非技士会員の方につきましては学習履歴の登録をご希望される場合、別途登録手数料を 500 円頂き

ます。 
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平成 24 年ＪＣＭセミナー（ＤＶＤ講習会）のご案内 
《CPDS 認定講習、５（講習）＋２（試験）ユニット》 

共催：(一社)全国土木施工管理技士会連合会（ＪＣＭ） 各土木施工管理技士会 

施工管理に関する講習会を下記日程で開催いたします。多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。 

■ 講習の内容 

平成２３年全国１１箇所で行われたＪＣＭセミナーとほぼ同じ内容・時間割の講習会です。講師の代わりにＤＶＤを

映写し、講習を行います。 

・ 「現場の失敗（平成２３年版）」（新刊）図書は、技士だけでなく発注者やコンサルタントの方にも大変参考になり

ます。 

・ 「平成２２年度第１５回土木施工管理技術論文報告集」 １３４編の論文から各受賞作を中心に紹介。他現場

での技術提案などの実例が豊富に掲載されており、今後の総合評価提案作成の参考になります。 

・広範囲で多くの方に受講していただくためのセミナーです。  

  

■ ユニットについて 

出席すると５ユニット（形態コード 402）になります。講習６０分終了毎に２０分間の簡単なテスト（合計３回）を行い、

講習内容を確認します。テストで不合格になることはありません。テストはマークシート方式で４者択一、１２問／１

回です。テスト結果が平均点以上の場合２ユニット追加となります。最小５ユニット、最大で７ユニット取得可能です。 

テストは形態コード１１１です。    

                 

■ 時間割                

時 間 講 習 名 

ＤＶＤ

講習 
 

10:00～11:30 
（昼休憩１時間） 

12:30～13:50 
現場の失敗（平成２３年版） 

14:05～15:35 平成２２年度第１５回土木施工管理技術論文報告集 

■ 講習地・講習日 

 

■インターネット申し込み方法・受講料他 (振込手数料は、申込者負担 となります。) 

ＪＣＭのホームページトップ画面 http://www.ejcm.or.jp/ 左側にある「ＪＣＭセミナー（ＣＰＤＳ会員

講習会）」をクリックし、オンライン申込をしてください。 

※1 非技士会の方につきましては学習履歴の登録をご希望される場合、別途登録手数料を 500 円頂きます。 

※2 受講料のお支払いはお振込みか一括送金となります。一括送金のご利用をご希望される場合につきましては、

予めご本人の残高をご用意頂き、お申込み時に出てくるオプションで一括送金をご選択ください。ご本人に残

高がございませんとオプションは出てきません。 

講習地 （技士会） 講 習 日 講 習 会 場 定 員 

徳島県技士会 平成 24 年 9 月 4 日（火） 徳島県建設センター 徳島市富田浜 2-10 150 人 

長崎県壱岐支部 平成 24 年 9 月 5 日（水） 壱岐建設会館 壱岐市郷ノ浦町片原触 5-1 35 人 

愛知県技士会 平成24年10月30日（火） ウィルあいち 名古屋市東区上堅杉町 1 番地 50 人 

広島県三原支部 平成 24 年 11 月 8 日（木） 三原市ゆめきゃりあセンター 三原市館町 2-5-2 150 人 

大分県技士会 平成25年 1月23日（水） 大分県建設会館 大分市荷揚町 4-28 50 人 

  

会 員          
（各県等土木施工管理技士会会員）

一般（非会員） 備 考 

3,000 円 4,000 円 
受講者の方には「平成 23 年度論文集」と「現場の失敗」 

の図書を進呈いたします。 
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平成 24 年度  どぼく検定（一般） および どぼく検定（技術）のご案内 
（どぼく検定（技術）は合格者に CPDS 6 ユニット） 
主催：（一社）全国土木施工管理技士会連合会（ＪＣＭ） 

 
■検定の概要   

 土木とは、英語で civil engineering と訳され、コンクリートなどを用いた公共のための工事を言います。 

これによって社会生活を豊かにする社会資本が生まれます。広く世界を見れば社会資本はまだまだ不足して

いますし、日本でも今日の社会資本の豊かさを将来に亘って享受するには、土木の知識が欠かせません。 

 「どぼく検定」は、人々の豊かさを支える土木の基礎知識（一般：一般向け検定、第二回検定は、防災関係

の問題を主体）あるいは施工管理の専門知識（技術：現場技術者向け検定）の力を計ります。  

 

本検定は、国家資格の施工管理の技術検定とは別の民間の検定です。 

                       

■検定日・検定会場（東京）※受付は、下記開始時間の 30 分前より。下記開始時間を過ぎると入室できません。 

 一 般 技 術 
第一回 検定日 平成 24 年 6 月 17 日（日）   終了 平成 24 年 7 月  1 日（日）終了 
第ニ回 検定日 平成 24 年 10 月 14 日（日）（防災問題を主体） 平成 24 年 10 月 21 日（日） 

時間（説明 15 分含） 13：45 ～ 16：00 9：45 ～ 15：30 
検定会場 中央区八丁堀 1-10-7 マツダ八重洲通ビル B1F 

定 員 70 人 

■お申し込み・受検料 （振込手数料は、申込者負担となります。） 

申込み方法 一 般 技 術 インターネット申込 

受検料 2,100 円 6,300 円 
4,200 円 

（各県等土木技士会会員）

http://www.ejcm.or.jp/ 

メニュー欄のどぼく検定 

■出題範囲 

一 般 技 術 

出

典 

「土木基礎力学１」（高等学校工業科用） 

／実教出版 

分

 

類

 

Ａ問題 Ｂ問題 

土木、コンクリート、基礎工、

構造物、河川・砂防、道路・舗

装、ダム・トンネル、海岸・港

湾、鉄道・鋼橋塗装、上・下水

道、法令 

測量、契約・設計、機械・電

気、施工計画、建設機械、工

程管理、安全管理、品質管理、

環境保全、建設副産物再資源 

「農業土木設計」（高等学校用） 

／東京電機大学出版局 

「土木施工」（高等学校工業科用） 

／実教出版   

「初めて学ぶ土木工学」／日刊工業新聞社  

「土木の実務」／オーム社  

「最新測量入門」／実教出版   他 

出 

典 
1 級土木施工管理技術検定試験過去問題より 

■試験の概要  

 一 般 技 術 

問題数 80 問 Ａ問題：30 問 Ｂ問題：35 問 

試験時間 2 時間 4 時間 30 分 

合 否 上級級 ～ 初級及び級の付与なし 100 点満点換算で 60 点 

・どなたでも受検可能ですが、どぼく検定（技術）は、1級土木施工管理技術検定程度の難易度となります。 

・出題形式は、四肢択一で解答はマークシート方式です。 

・試験当日は、受検票（メール）、筆記用具（鉛筆、シャープペンシル、消しゴム）、をご持参下さい。 

・受検料納入後キャンセルの場合は、返金手数料が 1,000 円／人かかります。 

・試験結果は、後日メールにてお知らせします。 

・どぼく検定（技術）を受検の方は、お昼休憩があります。 

・どぼく検定（技術）の合格者でＣＰＤＳの加入者には、６ユニット（形態コード 112）を付与します。 
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こんなに充実して便利になって
お値段は？

試してみたいのですが

こんなに充実して便利になってこんなに充実して便利になってこんなに充実して便利になってこんなに充実して便利になってこんなに充実して便利になってこんなに充実して便利になってこんなに充実して便利になってこんなに充実して便利になってこんなに充実して便利になってこんなに充実して便利になってこんなに充実して便利になってこんなに充実して便利になってこんなに充実して便利になって
お値段は？お値段は？お値段は？お値段は？お値段は？お値段は？お値段は？

試してみたいのですが試してみたいのですが

※1: Excel形式データの出力には点数の制限があります。　※2: 書誌名･年月･頁･都市･流通段階･価格のデータです。

☆ 追加資材のみの「積算資料 別冊」（書誌同様の体裁のPDFデータ）も販売開始

積算資料電子版とは？積算資料電子版とは？積算資料電子版とは？積算資料電子版とは？積算資料電子版とは？積算資料電子版とは？積算資料電子版とは？積算資料電子版とは？積算資料電子版とは？積算資料電子版とは？積算資料電子版とは？積算資料電子版とは？
● データベースをＷＥＢ上で閲覧する商品
● 本やPDF版に無い資材の追加が約7,000規格
● いつも見る資材の登録が可能
● 都市、流通段階による選択表示が可能
● 価格変動表示が可能
● フリーワード検索が可能
● Excel形式データ出力が可能※1

● 単価と出典根拠のコピーが可能※2

● 本同様のページ印刷が可能
● 1契約につき7ユーザーまでの登録が可能
 この内3ユーザーの同時利用が可能
● 契約期間中のデータは契約終了後でも
 閲覧可能

一部データによる無料体験版はこちら

年間利用料46,200円/1契約（税込）

インターネットで積算資料！

積算資料積算資料

2012年8月号から販売開始！！2012年8月号から販売開始！！

こんなに充実して便利になって
お値段は？

試してみたいのですが

こんなに充実して便利になって
お値段は？

試してみたいのですが

検 索

本の閲覧･データ体験･ご購入はこちら

年間購読料（税込、送料サービス）
（毎月/年12冊）37,200円

年間購読料（税込、送料サービス）
（毎月/年12回）9,000円/1契約

定期契約　年12回（毎月）
 積算資料 別冊（PDF版） PDFをWEB上で閲覧する商品

 積算資料 別冊（CD-ROM版） 
単品購入
 積算資料 別冊（CD-ROM版）

税込・送料無料

税込・送料別途

9,000円

1,200円

積算資料 別冊
（PDF版）
積算資料 別冊
（PDF版）

電子版電子版

〒１０４-００６１ 東京都中央区銀座５-１３-１６ 東銀座三井ビル
TEL（03）3542-9291　FAX（03）3543-1904一般財団法人 経済調査会 業務部

お申し込み
お問い合わせは
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土木マーケット
技士会の
土木マーケット（新事業）
　建設関係の技術発表会などでは、現場の技術者が問題を解決し、生産性を上げるための

創意工夫が数多く発表されています。しかし通常工夫の結果生まれた器具やシステム等は

その現場もしくはその会社内では使われるだけで一般に普及することはまれです。このた

め、（一社）全国土木施工管理技士会連合会（JCM）でインターネットを活用して、こう

した器具などの販売の場を提供しようとするものです。

販売を希望される方の出品申請をお待ちしております。

商品例
現場環境改善・見せる化戦略システム

JCMマンスリーレポート

Vol. 21　No. 5　2012.9

平成24年９月１日　発行
（隔月1回1日発行）

編集・発行　一般社団法人　全国土木施工管理技士会連合会
The Japan Federation of Construction
Managing Engineers Associations（JCM）
〒102-0074 東京都千代田区九段南4丁目8番30号アルス市ヶ谷3階

TEL. 03-3262-7421（代表）　FAX. 03-3262-7424

http://www.ejcm.or.jp/

　　　印刷　第一資料印刷株式会社
〒162-0818 東京都新宿区築地町8-7
TEL. 03-3267-8211（代表）

会 誌 編 集 委 員 会 （敬称略　平成24年４月現在）

委　　員 ・ 幹　　事
委員長
委　員
（幹事長兼任）

委　員

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

勢田　昌功　国土交通省大臣官房建設システム管理企画室長

牧角　　修　国土交通省大臣官房技術調査課課長補佐
城谷　泰朗　国土交通省土地・建設産業局建設業課課長補佐
長田　　仁　国土交通省水管理・国土保全局治水課課長補佐
信太　啓貴　国土交通省道路局環境安全課沿道環境専門官
芳倉　勝治　国土交通省港湾局技術企画課課長補佐
前田　和義　農林水産省農村振興局整備部設計課

施工企画調整室課長補佐

釜石　英雄　厚生労働省労働基準局安全衛生部安全課
建設安全対策室主任技術審査官

大原　　泉　国土交通省関東地方整備局企画部技術調整管理官

石坂　弘司　東京都建設局総務部技術管理課長

委　員
（幹事長兼任）

委　員

　〃

　〃

　〃

　〃

幹　事

　〃

山口　　勝　埼玉県土木施工管理技士会
技術顧問

諏訪　博己　東京土木施工管理技士会
〔前田建設工業㈱　東京土木支店営業第一部長〕

金香　成明　㈳日本建設業連合会
〔鹿島建設㈱土木管理本部土木工務部担当部長〕

阪口　　朗　㈳全国建設業協会
〔飛島建設㈱建設事業本部企画統括部土木企画Ｇ企画Ｔ課長〕

米岡　拓彦　㈳日本道路建設業協会
〔㈱NIPPO舗装事業本部工事部工事課長〕

猪熊　　明　（一社）全国土木施工管理技士会連合会専務理事
足立　賢一　国土交通省関東地方整備局

企画部技術管理課課長

中村　光昭　神奈川県土木施工管理技士会
〔㈱松尾工務店土木部部長〕



一般社団法人 全国土木施工管理技士会連合会

特集 施工パッケージ型積算・
地域維持型契約

MONTHLY  REPORT
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定価250円 （税・送料込み）
（会員の購読料は会費の中に含む）

技士会の

建設業全28業種の監理技術者が対象です

監理技術者講習監理技術者講習

インターネット申込受講料  9,500円
紙申込の受講料9,800円 （テキスト代・講習修了証交付手数料・消費税含む）
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特集

　施工パッケージ型積算方式の導入について

　地域維持型契約方式について

連合会だより

　設立20周年記念事業報告

　第14回　現場の失敗

一般社団法人 全国土木施工管理技士会連合会
The Japan Federation of Construction Managing Engineers Associations（JCM）

〒102-0074 東京都千代田区九段南4丁目8番30号
アルス市ヶ谷3階

電話03-3262-7421/FAX03-3262-7424
http://www.ejcm.or.jp/ 

県 講習地 実施日

北
海
道

札　幌

平成24年10月19日㈮

平成24年12月14日㈮

平成25年２月15日㈮

旭　川
平成24年９月７日㈮

平成25年１月18日㈮

帯　広
平成24年９月14日㈮

平成25年２月１日㈮

栃　木
平成24年11月16日㈮

平成25年２月７日㈭

東　京
平成24年10月26日㈮

平成24年12月７日㈮

県 講習地 実施日

山
梨 甲　府

平成24年10月24日㈬

平成25年２月６日㈬

新　潟 平成25年３月６日㈬

富　山 平成24年10月19日㈮

愛
知 名古屋 平成25年２月13日㈬

鳥
取

米　子 平成24年10月５日㈮

鳥　取 平成25年２月19日㈫

島
根

浜　田 平成24年９月11日㈫

出　雲 平成24年９月４日㈫

広　島
平成24年10月31日㈬

平成25年２月１日㈮

県 講習地 実施日

徳　島 平成24年11月10日㈯

香
川 高　松

平成24年10月20日㈯

平成25年１月19日㈯

愛
媛 松　山

平成24年11月９日㈮

平成25年２月22日㈮

高　知

平成24年９月13日㈭

平成24年12月13日㈭

平成25年１月30日㈬

福　岡
平成24年９月12日㈬

平成25年２月６日㈬

宮　崎 平成24年11月27日㈫




